
成田市インターネット市政モニター アンケート集計結果（第２６回）【速報】 

 

第２６回のテーマは「女性活躍推進に関するアンケート」でした。 

 

登録者数：３６１人 

実施期間：平成２８年２月２６日(金)～３月６日(日) 

回答者数（回答率）：２４７人（６８．４％） 

 

   

 

   

男性, (121人）,    

 49.0% 
女性, (126人）,     

51.0% 

性別 

 

(n=247) 

10代, (2人）, 0.8% 

20代, (18人）, 7.3% 

30代, (66人）, 26.7% 

40代, (71人）, 28.7% 

50代, (32人）, 13.0% 

60代, (41人）, 16.6% 

70代, (17人）, 6.9% 

年代 

 

(n=247) 



 

 

  

 

 

 

知っている, (82

人）, 33.2% 

知らない, (165人）, 

66.8% 

[Q1]あなたは、「女性活躍推進法」の成立について知っていますか。 

 

(n=247) 

関心がある,    

(65人）, 26.3% 

どちらかといえば

関心がある,   

(112人）, 45.3% 

あまり関心がない,   

(59人）, 23.9% 

関心がない,   

(11人）, 4.5% 

[Q2]あなたは、就業における女性の採用や管理職への育成など、女性の職業

生活における活躍の推進について関心がありますか。 

 

(n=247) 



 

 

 

 

 

賛成, (136人）, 

55.1% どちらかといえば 

賛成, (74人）, 30.0% 

どちらかといえば 

反対, (14人）, 5.7% 

反対, (2人）, 0.8% 

どちらともいえない,  

 (21人）, 8.5% 

[Q3]あなたは、女性が、結婚や出産後も継続して働くことについてどう思います

か。 

 

(n=247) 

賛成, (155人）, 

62.8% 

どちらかといえば 

賛成, (71人）, 28.7% 

どちらかといえば 

反対, (5人）, 2.0% 

反対, (2人）, 0.8% どちらともいえない, 

(14人）, 5.7% 

[Q4]あなたは、女性が、結婚や出産で一度離職した場合、再び就職することにつ

いてどう思いますか。 

 

(n=247) 



 

 

 

 

(41人） 

(143人） 

(87人） 

(206人） 

(113人） 

(149人） 

(79人） 

(133人） 

(45人） 

(12人） 

(0人） (30人） (60人） (90人） (120人） (150人） (180人） (210人） 

結婚 

出産 

介護 

仕事と家事・育児の両立への負担 

仕事と家事・介護の両立への負担 

育児・介護をしながら仕事をすることへの職場の理解不足 

育児・介護をしながら仕事をすることへの家族の理解不足 

保育施設等の不足 

キャリア意識の低さ 

その他【   】 

[Q5]女性の継続就業や昇進などにおいて、女性の活躍の妨げとなるものは何だと思いま

すか。（複数選択可） 

 

(n=247) 

(41人） 

(95人） 

(137人） 

(76人） 

(47人） 

(7人） 

(0人） (30人） (60人） (90人） (120人） (150人） 

常勤（フルタイム） 

短時間勤務（パートタイム） 

フレックスタイム制（※1ケ月以内の一定期間における総労働時間をあらかじめ定めて

おき、労働者はその枠内で各日の始業及び終業の時刻を自主的に決定し働く制度で、

労働者がその生活と業務の調和を図りながら、効率的に働くことができる働き方） 

在宅 

テレワーク（※情報通信技術を活用した、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方） 

その他【   】 

[Q6]仕事と家事、育児、介護の良好なバランスを保つことを考えたうえで、あなたはどの様

な働き方をしたいと思いますか。（複数選択可） 

 

(n=247) 



 

 

 

目指す（目指してい

た）, (62人）, 25.1% 

どちらかといえば目

指す（目指してい

た）, (47人）, 19.0% 
チャンスがあれば

目指す（目指してい

た）,   (60人）, 

24.3% 

目指さない（目指し

ていなかった）,  

(70人）, 28.3% 

働いたことがない,    

(3人）, 1.2% 

その他【   】,   

(5人）, 2.0% 

[Q7]あなたは、職場において管理職の地位に就くことを目指しますか、または目指

していましたか。退職された方は、( )内に読み換えてお答えください。 

 

(n=247) 

単身世帯, (56人）, 

22.7% 

その他の世帯,  

(182人）, 73.7% 

答えたくない,    

(9人）, 3.6% 

[Q8]家庭での家事等の分担についてお伺いするため、あなたの世帯構成について

お答えください。 

 

(n=247) 



 

 

(56人） 

(26人） 

(100人） 

(72人） 

(66人） 

(70人） 

(35人） 

(21人） 

(40人） 

(34人） 

(23人） 

(39人） 

(57人） 

(39人） 

(33人） 

(48人） 

(79人） 

(59人） 

(5人） 

(2人） 

(15人） 

(4人） 

(5人） 

(2人） 

 

 (2人） 

(2人） 

(8人） 

(5人） 

(4人） 

(32人） 

(89人） 

(5人） 

(5人） 

(5人） 

(5人） 

子どもの世話 

介護 

食事をつくる 

食事の後片付け・食器洗い 

食料品・日用品の買い物 

洗濯・掃除 

[Q9]女性が仕事と家庭生活を良好に両立させるためには、男性の家庭参加が必要です。あなた

の家庭での家事等の分担についてお伺いします。 

 

  （ｎ＝182） 主に女性 どちらかといえば女性 男女とも 

どちらかといえば男性 主に男性 子ども・要介護家族はいない 



  

 

 

 

取り組まれている,    

(41人）, 16.6% 

取り組みはあるが

削減につながって

いない,  (51人）, 

20.6% 

取り組まれていな

い, 

(91人）, 36.8% 

世帯に働いている

者がいない,    

(14人）, 5.7% 

わからない, (50人）, 

20.2% 

[Q10]あなたの世帯の主たる生計者の職場では、男性の長時間労働の削減につい

て取り組まれていますか。 

 

(n=247) 

取り組まれている,   

(22人）, 8.9% 

取り組みはあるが

向上につながって

いない,  (51人）, 

20.6% 

取り組まれていな

い, (104人）, 42.1% 

世帯に働いている

者がいない,    

(14人）, 5.7% 

わからない, (56人）, 

22.7% 

[Q11]あなたの世帯の主たる生計者の職場では、男性の育児休業の取得率の向上

について取り組まれていますか。 

 

(n=247) 



 

 

 

 

 

 

(189人） 

(168人） 

(103人） 

(86人） 

(41人） 

(104人） 

(18人） 

(0人） (40人） (80人） (120人） (160人） (200人） 

保育サービスの充実などの仕事と家庭生活の両立支援 

学童保育（児童ホーム）、地域子育て支援センターなどのラ

イフスタイルに対応した子育て支援 

育児・介護休業中の経済的支援 

事業主（事業所）に対する女性活躍推進のための啓発 

女性のキャリア意識向上のための啓発 

女性の再就職支援 

その他【   】 

[Q12]女性の職業生活における活躍推進を図るために、市はどのような取組みをしていく

必要があると思いますか。（複数選択可） 

 

(n=247) 


